
 
 

【資料 14】 

評価に関する用語集   

                           

 

学修成果の測定・把握の手段の一つ。ペーパーテスト等により学生の知識・能力等を測

定する方法の総称で、標準化テストとも呼ばれる。米国等で導入されているCLA,ETS® 

Proficiency Profile,CAAP,ETS® Major Field Tests等がこれに当たる。米国で導入さ

れているアセスメント・テストは、一般に、大学内で抽出された低学年・高学年双方の

学生が受験し、その点数の推移等で大学の教育効果を把握する目的で導入されているも

のであり、学生個々人の能力を判定するものとは異なる。 

（「文部科学省用語集」より抜粋） 

 

 

学生の学修成果の評価（アセスメント）について、その目的、達成すべき質的水準及び

具体的実施方法などについて定めた学内の方針。英国では、高等教育質保証機構（ＱＡ

Ａ：Quality Assurance Agency for Higher Education）が中心となって質保証に関す

る規範※を策定し、各大学が満たすべきアセスメントの質的水準や手法などについて規

定している。各大学では、これを踏まえて学内の方針を定めている。 

※ 「英国高等教育のための質規範」（UK Quality Code for Higher Education）。2011

年に同規範が策定される前は、「高等教育の質及び水準保証のための実施規範」（Code 

of practice for the assurance of academic quality and standards in higher education）

が同様の役割を担っていた。 

（「文部科学省用語集」より抜粋） 

 

 

医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践 
的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程については、前 
項本文の規定にかかわらず、その修業年限は、六年とする。 

(「学校教育法」より抜粋） 

 

 

関連する科目を線で結んだり、学修の順序を示したりするなど、授業科目間の系統性を

図示したものである。カリキュラムツリーが示されることで、学生は大学や学部のカリ

キュラムの全体像を俯瞰でき、履修の計画を立てやすくなる。 

（「Kawaijuku Guideline 2015 特別号」より抜粋） 

アセスメント・ポリシー 

学校教育法第八十七条 ２ 

カリキュラム・ツリー 

アセスメント・テスト （学修到達度調査） 
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授業科目と教育目標の関係を示した表のこと。ディプロマポリシー（学位授与の方針）

に基づき、各科目が、卒業までに身につけるべき能力のどの項目と関連するのかを示す

もの。

（「 特別号」より抜粋）

米国で開発された学修評価の基準の作成方法であり、評価水準である「尺度」と、尺度

を満たした場合の「特徴の記述」で構成される。記述により達成水準等が明確化される

ことにより、他の手段では困難な、パフォーマンス等の定性的な評価に向くとされ、評

価者・被評価者の認識の共有、複数の評価者による評価の標準化等のメリットがある。

コースや授業科目、課題（レポート）などの単位で設定することができる。国内におい

ても、個別の授業科目における成績評価等で活用されているが、それに留まらず組織や

機関のパフォーマンスを評価する手段とすることもでき、米国ＡＡＣ＆Ｕ（

）では複数機関間で共通に活用することが可能

な指標の開発が進められている。

（「文部科学省用語集」より抜粋）

ルーブリック 

カリキュラム・マップ 
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